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　対話しながら携帯電話の基本機能
を使用できるモバイル型ロボット電話

「ロボホン」は、小型サイズの二足歩行
ロボットだ。外出先への持ち運びが
可能で、音声通話のほか、メール、カ
メラ、レーザープロジェクターなどの
機能を有し、またダウンロードしたア
プリによる機能やサービスを追加す
ることができる。
　ロボット全身の関節部に搭載して
いる13個の小型サーボモーターによ
り、ちょっとしたしぐさやダンスも可
能となっている。また、プロジェクター
機能では、一般的な小型のポータブ
ルプロジェクターとは異なり、RGBの
各レーザーを直接描画するフォーカス

　ドライバーの人手不足や高齢化もあ
いまって、自動車の安全運行に向け
た企業の管理責任が高まっている。
車載機の進化で運行状況は把握しや
すくなっているが、事故が起きる前に
注意喚起することは何より大切だ。

二足歩行する世界初のモバイル型ロボット電話

ドライバーの眠気を検知し、安全運転を支援

フリー技術を採用し、ピントが合わせ
やすく色の再現性が高いことが特徴
である。
　オープンなプラットフォームにより
多様なアプリケーション開発が見込

　富士通が開発した、ドライバーの
安全運行を支援するウェアラブル
センサー「FUJITSU IoT Solution 
UBIQUITOUSWARE FEELythm」
は、ドライバーのバイタルデータから
漫然・眠気の予兆を検知すると、セン

める。法人向けアプリを開発・販売す
る事業者を認定・支援し、ロボホンを
一緒に育成するサポートも実施してお
り、観光や接客などビジネス分野で
の活用が期待されている。

サー本体のバイブレーションが振動
し、ドライバー本人に通知する。
　また同時にスマートフォンや車載機
を通じて遠隔地の運行管理者にもリ
アルタイムで通知する。通知を受けた
運行管理者は、的確に休憩等の指示
を出すことができ、ドライバーと運行
管理者双方に有効な運行マネジメン
トを実現可能とする。
　さらに、運行中に得られたバイタル
データと運行データを蓄積し、データ
の傾向から運行の経過時間や時刻、
勤務日ごとのリスク分析ができ、眠気
発生の潜在的要因を見つけ、疲労軽
減や作業効率の改善などにつなげら
れるソリューションである。

AI&ロボット委員会特別賞
シャープ株式会社

M2M/IoT委員会特別賞
富士通株式会社

「ロボホン（RoBoHoN）」

「FUJITSU IoT Solution 
UBIQUITOUSWARE  FEELythm」

MCPC
award
2016

MCPC
award
2016

図　「ロボホン（RoBoHoN）」の特徴

・世界初のモバイル型ロボット電話
・二足歩行が可能で、手軽に持ち運べる小型サイズ
・音声対話で機能やサービスを利用でき、アップデートや新規アプリ配信で機能追加が可能

フォーカスフリーレーザー
プロジェクター
色再現性も高い

＜オープンなアプリケーションプラットフォーム＞
①アプリ配信プラットフォームを提供
ユーザーのマイページから選択するだけで、
新規アプリを簡単にダウンロード

②アプリケーション開発環境の提供
開発環境と共にサンプルアプリも提供しており、
スムーズなアプリ開発を支援

③認定開発パートナー制度
法人向けアプリを開発・販売する事業者を認定し、
支援し、ロボホンを一緒に育成

超小型サーボモーター
全身に搭載する13個の
サーボモーターで
さまざまな動きを実現

図　眠気検知システムの概要

・ドライバーへの通知
　（バイブ、音声、画面表示）
・管理者への通知

運転者

システム応答眠気レベル周波数解析

耳に装着したセンサーから取得したバイタル
データを、富士通独自のアルゴリズムにて
運転者自身も気づかない予兆の段階の眠
気を検知

• 自動キャリブレーションにより、ドライバーに合わせて眠気判定基準値を自動で設定
• 自動学習機能により、個人差や日々の状態による精度のばらつきを解消し、より正確に個人の感覚に近づい
　た検知を行う

脈波センサー
センサー本体

脈波（間隔ゆらぎ）

生体センサー 検知アルゴリズム システム応答

対象分野 電話・コミュニケーション

対象分野 安全運転のサポート
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